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サポートセンター情報

　本日はJAおやま管内の農事組合法人カミナマイの皆さんをご紹介します。

▶農事組合法人カミナマイについて教えてください。
　元々は上生井地区の集落営農組織でした。法
人化をして今年で8年目になります。構成員の
殆どが兼業農家、この地域は農業の後継者が少
なく、組織の後継者づくりが課題です。

▶法人化して大変だったこと・よかったことを教えてください。
　1人ひとりやり方や考え方は違うので、1つにまとめることは難しいです。すべては段取りが
大事です。各構成員のもとへ足を運び、コミュニケーションをとることを心がけています。
　法人になり、同じ仲間が集まる拠点ができたことで農業に対してのレベルが上がった気がして
います。情報交換や話し合いによって流れが良い方向に変わり、地域の活性化に繋がっています。
　地域の農地や環境を守るといった正義感や義務感もありますが、構成員には農業が好きな人が
多いです。からだが動くうちは農業をやり続けたいですね。

▶今後の目標を教えてください。
　継続できる運営をしていきたいです。今は後継者がいないことが課題ではありますが、今のう
ちから引き継げる組織づくりをしていきたいです。運営のやり方や組織のまとめ方が分からない
ままでは組織として進んでいけないので専門家の意見を取り入れ、JAグループとも協力して組
織づくりをしていく予定です。

　現状維持ではなく、組織として進むために取り組まれている姿が印象的でした。
JAグループ栃木としてもお力になれるよう取り組んで参ります。本日はお忙しい中、
ありがとうございました。

▶JAおやま
　農事組合法人 カミナマイ　
　　代表理事　澤留 省治 さん
　　　　理事　海老 沼和彦 さん　海老沼 克典 さん
　品種 (面積 )：コシヒカリ (20ha) 　とちぎの星 (1ha) 
　　　　　　　 飼料用米 (35ha)　ビール麦 (6ha)

頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!頑張る担い手インタビュー !!
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スマート農業情報
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スマート農業情報
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共 済 情 報
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中央会情報

農家の皆様へ

水田活用の直接支払交付金の
交付対象となる水田の扱いが
変わります！！
見直しの内容が具体的に示されました。

交付対象水田の見直し内容（５年水張りルールの具体化：農水省）
● ５年間（R4～R8）に一度も水張りが行われていない農地は、交付金の交付対象となり
ません。

●水張りは、水稲作付けにより確認することを基本とします。
ただし、以下のすべてに該当する場合は水張りを行ったとみなします。
①湛水管理を１か月以上行うこと。
②連作障害による収量低下が発生していないこと。

●また、災害復旧に関連する事業や基盤整備に関連する事業が
実施されている場合は、５年間に一度も水張りが行われない
場合であっても交付対象水田から除外しません。

※詳細は、市町農業再生協議会にご確認ください。

○なぜ見直しするの？
今回の見直しで、次の２つを促すためです。
●水張りできる農地で、転換作物の生産を行うなどによりブロックローテーション体系
の再構築をすること

●転換作物が固定化している水田は、畑地化すること

○交付対象から除外された場合に、受け取れなくなる主な交付金は？
●戦略作物助成
  （麦・大豆3.5万円、飼料用米・米粉用米８万円（標準単価）、加工用米2万円 等）
●産地交付金（県メニュー及び市町メニュー）
●畑作物産地形成促進事業（旧水田リノベーション事業　４万円）　等

とっても重 要

５年に１度、湛水管理
（水張り）を１ヶ月して、
連作障害が発生しな
ければ、交付対象水田
となります。
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中央会情報

【畑作物等の主な支援制度一覧】 
申し込み期限が迫っている事業もあります！ 詳細は、市町農業再生協議会
又は市町農政担当課、農業振興事務所までご確認をお願いいたします。

麦・大豆を導入する場合に 受けられる主な支援制度
① 小麦・大豆の国産化の推進

ア 話合いを通じた団地化の推進経費（簡易なほ場の改修、地図のデジタル化等）実費支援
イ 営農技術等の導入　10,000円/10a以内
ウ 機械・施設の導入　1/2以内（5,000万円未満の機械・施設）

　　　　（主な要件） 産地と実需が連携して麦・大豆国産化プランが策定されていること
② 畑作物産地形成促進事業（旧水田リノベーション事業）　40,000円／10a（基幹作）　

　（主な要件） 農業者又は集荷業者等が実需者と販売契約を締結すること
低コスト生産等の取組メニューのうち、３つ以上の取組を行うこと

③ 戦略作物助成　35,000円／10a（基幹作）　 ※②と③の重複受給は不可

飼料作物を導入する場合に 受けられる主な支援制度
④ 戦略作物助成　35,000円／10a（基幹作） ※播種を行わず、収穫のみの多年生牧草：10,000円/10a
⑤ 耕畜連携国産飼料利用拡大対策事業

ア 青刈りとうもろこし・ソルゴー・牧草 7,800円/t以内  子実用とうもろこし 12,000円/t以内
　（主な要件） 長期(３年以上)の利用供給計画に基づく取組・・・対象者（飼料利用者：畜産農家）
イ飼料生産組織によるアの取組の実施に必要な機械等の導入支援  １／２以内
　（主な要件） 飼料生産受託面積の10％増加

⑥ 飼料生産組織の規模拡大等　12,000円/10a
　（主な要件） 規模拡大を図る飼料生産組織が畜産農家等と５年以上の長期契約を行う取組

露地野菜・施設野菜を導入する場合に 受けられる主な支援制度

水田を畑地化する場合に受けられる主な支援制度

※１ 交付対象外水田から除外する取組で概ね団地化していること。　※２ 加工・業務用野菜等
　　 （主な要件）⑪：取組後５年以上販売を目的とした高収益作物を作付けすること。

⑫：取組後５年以上販売を目的とした高収益作物又は畑作物を作付けすること。

栃木県農業再生協議会
栃木県農政部生産振興課 ：Tel:028-623-2279　 ＪＡ栃木中央会農業対策部： Tel:028-616-8531　
ホームページ：　https://www.tcchu-ja.or.jp/saiseikyo/

［支援対象］
水田

※①は畑も
対象

［支援対象］
水田
※⑤、⑥は
畑も対象

［支援対象］
水田
※⑨、⑩は
畑も対象

⑪

⑫

対象作物 畑地化支援※１ 定着促進支援

高収益作物

畑作物

17.5万円/10a

14万円/10a

2（3※２）万円/10a×５年又は10(15※２)万円/10a（一括）

2万円/10a×５年又は10万円/10a（一括）

［支援対象］
水田の
畑地化

⑦ 産地交付金　40,000円／10a（既存12,000円／10a）  ・・・・・・・露地野菜
　（主な要件）　担い手であること（認定農業者、認定新規就農者、集落営農）

⑧ 畑作物産地形成促進事業（旧水田リノベーション事業）　40,000円／10a・・・・・・露地野菜
　（主な要件） 農業者又は集荷業者等が実需者と販売契約を締結すること

低コスト生産等の取組メニューのうち、３つ以上の取組を行うこと
⑨ 土地利用型園芸産地展開加速化事業 生産資材等：1/2　施設（機械）：4/10(1/3）・・露地野菜

　（主な要件） 目標年度まで(３年後)に概ね10ha以上（又は販売額概ね5,000万円以上）の産地化
⑩ 産地生産基盤パワーアップ事業（国庫）　生産資材等：1/2　機械等：1/2・・露地・施設野菜

　（主な要件） 販売額又は所得額の10%以上の増加等
露地野菜（施設野菜）：10ha(５ha)以上の産地化(※ 稲からの転換の場合1/2の面積） 
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米 麦 情 報

令
和
5年
1月
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米 麦 情 報

麦類の生育と当面の管理

１　気象経過
　　気温は11月に平年より＋1.8℃とかなり高く、

12 月は-0.1℃で平年並み。1月は上旬+0.1℃・中
旬+2.4℃で平年より高く経過しています。日照
時間は、11月に平年比109％、12月95％、1月
上旬123％・中旬92％。降水量は、11月平年比
85％、12月は81％、1月上旬0％・中旬50％と少
なく経過しています。

　　1月19日発表の１か月予報では、平年と同様に
晴れの日が多いでしょう。気温は低い確率60%、
降水量は多い確率40％、日照時間は平年並み。

２　生育概況
　　1月20日の農業試験場における生育調査では、ビール大麦（ニューサチホゴールデン）の

生育は、草丈は平年比112％、茎数は平年比159 ％で生育量は平年より多い。葉齢は平年より
0.9枚多く、葉色値（SPAD）は平年比110％。幼穂分化程度は「Ⅶ後〜Ⅷ」の段階であり、平
年より0.9ランク進んでいた。

３　技術対策
　麦踏みの実施
　　麦踏みを実施し、分げつの促進を図るようにしましょう。なお、麦踏みを実施する場合は、

土壌水分や凍結層等に留意しましょう。一般のほ場では、茎立期（3月中下旬頃）直前まで、
ほ場が乾いている時期に、あと２〜３回麦踏みをしましょう。

　排水対策
　　今後の降雨・降雪に備え、明きょの整備をしましょう。計画的に麦踏みができるように排

水対策を確認しましょう。

ＪＡ全農とちぎ　米麦部

ニューサチホゴールデン 

（農業試験場 1 月 20 日撮影）

農試本場（宇都宮市）における生育概況

草丈 茎数 葉齢 葉色 幼稈長 幼穂長 分化

cm 本/㎡ SP AD m m m m 程度

本年 13.6 1265 5.9 38.5 2 1.1 5.8
前年比差 125% 172% 1.1 125% 226% 76% 1.1
平年比差 112% 159% 0.9 110% 60% 94% 0.9
本年 15.6 1236 6 37.9 2.7 1.6 5.9
前年比差 139% 171% 1.4 123% 328% 128% 1.6
平年比差 134% 157% 0.9 108% 82% 138% 1.1
本年 11.1 993 4.7 41.7 2.0 0.7 4.4
前年比差 138% 179% 1.2 120% 488% 104% 2.1
平年比差 138% 171% 0.4 97% 107% 91% 0.9
本年 12.5 1010 5.4 47.8 1.5 0.7 2.0
前年比差 113% 178% 1 118% 274% 219% 0
平年比差 116% 133% 0.3 100% 77% 179% 0.1

※平年値 ニューサチホゴールデン及びサチホゴールデン：平成25～令和3年度（9年間）
シュンライ、さとのそらは令和元年～令和3年度（3年間）
播種期 ：2022年11 月7日(前年11 月8日・平年11 月6 日)

さとのそら

2023/1/20

品種名 年度

ニューサチホ

ゴールデン

サチホゴール

デン（参考）

シュンライ
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生産振興情報

お問い合わせ

加工・業務用たまねぎ

生産者募集！

加工・業務用たまねぎは、平成２８年産から作付けの推進をしており、

現在は鉄コン出荷をメインに取り組みを進めています。

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
１年目 播種 定植 生育期間

２年目 収穫

　　播種 　　　苗床期間 　　定植 　　　生育期間 　　　収穫

加工業務用玉ねぎの特徴について

◆取扱品種：加工・業務に適した貯蔵性の高い品種（中～晩生）
となります。

※令和6年産の品種を検討される際の参考にしてください。

◆価格が事前に決定しています！
（令和4年産価格：52円/kg）

◆鉄コン出荷で、規格はM以上です（規格適合品に限る）。

※等階級の選別は不要です。

◆出荷経費（運賃、コンテナ代）はかかりません。
※契約販売となるため、事前に出荷量の把握をさせて頂きます。

◆出荷取り纏め期間：令和5年11月～12月頃（目安）

栽培スケジュール

経営収支 （10aあたり） （参考）

収入： 260,000円（目標単収：5t/10a）

費用： 78,000円（主な経費：苗・肥料・農薬・諸材料費）

※固定費・人件費等を除く

【問合せ先】 全農とちぎ 担い手支援課 （担当：高田） ＴＥＬ：028-616-8838

※令和5年産の事前取り纏めは終了しておりますが、

出荷を希望される方は、お早めにご連絡ください！
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園 芸 情 報

2月14日は

全
農
と
ち
ぎ

Ｈ
Ｐ
内
で

紹
介
し
て
る

ま
る🌼🌼

フラワーバレンタインとして
「とちぎの花」

を贈ってはいかがでしょうか



−12−

肥 料 情 報

 

 

 

 

 

 

 

 
＜令和４年産水稲作付面積に対するひとふりくんシリーズのＪＡ別普及率＞ 

JA名 なすの しおのや なす南 うつのみや かみつが はが野 しもつけ おやま 佐野 足利 合計

4年産普及トン数 2,751 1,736 883 1,750 1,435 2,624 1,094 1,113 187 238 13,811

4年産水稲作付面積ha 11,230 8,150 2,067 7,067 3,870 6,972 6,020 3,187 1,450 825 50,838

4年産普及面積ha 6,495 5,082 2,147 4,629 3,589 6,017 2,092 1,951 408 429 32,838

4年産推定普及率％ 57.8 62.4 103.9 65.5 92.7 86.3 34.8 61.2 28.1 52.0 64.6

3年産推定普及率％ 56.0 63.2 71.5 57.1 87.3 81.2 37.4 60.7 36.6 49.5 61.5

普及率の増減 1.9 -0.9 32.4 8.4 5.5 5.1 -2.7 0.6 -8.5 2.5 3.1  

 

 

 

 本会で取り扱っております「ひとふりくん」については皆様からのご愛顧をいただき、普及率

を順調に伸ばして参りました。令和４年産水稲についての普及率をまとめましたところ、６５％

となり昨年比＋３.0％となりました（下表参照）。次年産のひとふりくんシリーズ普及率アップへ

向けて肥効と省力性の PR を強化して参ります。 

 令和４年産水稲の「ひとふりくん」の普及率について

今後とも、追肥作業が不要な省力型水稲肥料の 

「ひとふりくん」シリーズをどうぞよろしくお願い致します！ 

日頃、「ひとふりくん」シリーズをお使いいただきありがとうございます！

※普及率については関東農政局発表の令和４年産の作付面積を基準に算出。 

※作付面積については、市町村別に四捨五入しており合計値と内訳が一致しない場合があります。 
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農 薬 情 報

農林水産省登録第２０１８４号

低温条件下でも優れた速効性を発揮します

有効成分：ピラフルフェンエチル…2.0％
安 全 性 ：普通物（毒劇物に該当しないものを指して言う通称）

ノボロギク3葉期 サナエタデ3葉期

➢ 広葉雑草の2～4葉期に使用します（ヤエムグラは2～6節期）。雑草が大きくなりすぎると効果が劣
るので、時期を失しないように注意してください。

➢ 使用薬量は75mℓ/10aを標準とし、広葉雑草が多発している時や処理時が極端な低温（5℃以
下）の場合は100mℓを使用してください。但し、ヤエムグラを対象とする場合は50mℓでも高い効果
が得られます。

➢ イネ科雑草には効果がないので、これらの雑草に有効な薬剤との体系で使用してください。
➢ 接触剤なので雑草の茎葉に薬剤が十分付着するように散布してください。
➢ 処理直後に降雨が予想されるときは使用しないでください。（効果）

ヤエムグラ5-6節

大麦・小麦の広葉雑草除草剤

作物名
適用
雑草名

使用時期

使用量 本剤
の
使用
回数

使用
方法

適用地帯

ﾋﾟﾗﾌﾙﾌｪﾝ
ｴﾁﾙを含む
農薬の

総使用回数
薬量 希釈水量

小麦
(秋播)

一年生
広葉雑草

小麦節間伸長開始期まで
（広葉雑草2～4葉期、
ヤエムグラ2～6節期）
但し、収穫45日前まで

50～
100mℓ
/10a

100ℓ
/10a

2回以内

雑草
茎葉
散布
又は
全面
散布

全域
（北海道を
除く）

2回以内

大麦
大麦節間伸長開始期まで
（広葉雑草2～4葉期）
但し、収穫45日前まで

麦畑の広葉雑草に大きな威力

適用雑草および使用方法（抜粋）

詳しくは製品ラベルをご確認ください

（2023年1月現在の登録内容）
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編集後記

野 生 を 食 べ る ハルジオン155野 生 を 食 べ る

　２月号も最後までお読みいた
だきありがとうございます。免

許を取得してから積雪がなく、雪道を運転する機会がな
かったので先月の大寒波の際はヒヤヒヤでした。子ども
のころは嬉しかった積雪も今は滅多になくなってしまい
ました。どこか寂しい気持ちですがどんな時も安全運転
で今年はゴールド免許取得を目指します！　　　(金田 )

　ヒメジョオンとともにその辺の道端や空き地に普通に生える北アメリカ原産の帰化植
物だが、繁殖力の強さから強雑草として嫌われる一方、開花期はかわいい花がたくさん
つくので結構、親しまれてもいる。ヒメジョオンとの違いは、茎が中空であること、頭
花は開花前には下を向いていること、花の時期が早いことで区別ができる。ハルジオン
は葉が茎を抱くが、ヒメジョオンは抱かないことでも見分けられる。
　子供相手の自然観察会をやることがあるが、「この花の名前は？」と聞いたら「ビン
ボーグサ」と答えが返ってきた。確かに、そうとも呼ばれる。

　食用に適するのは開花前、下を向いた状態の花穂がいい。写真１は「ハルジオンのス
パ」。ニンニク、赤トウガラシをオリーブオイルで炒め、そこにタマネギ、ベーコンを
投入するという基本的なスパゲッテイを作り、別のフライパンで小麦粉を軽くまぶした
ハルジオンをバターでソティーして加えたもの。春らしい一品になる。写真２は「佃
煮」。軽く湯がいた花穂を刻み、酒、みりん、醤油で水気が飛ぶまで炒め煮にした。味
は想像の範囲内であった。写真３は「味噌汁」。普通に食材として使えるが香りはヒメ
ジョオンに劣る。

（aida）

料理メモ

写真１ 写真２ 写真３


